
2026年1月14日（水） 
【東京会場開催＆オンライン開催】

自分らしさのまとめ方、社員の求心力向上、
社外への発信方法、営業、採用、IR…を
支援するブランドの根付かせ方を学びます。

企業ブランドという器の中に、価値を蓄積するには？

パーパス経営を実現する
コーポレートブランディング

推進講座

企業の存在意義や提供価値を、今の時代にあった形で見つめ直し、
分かりやすく表現するための

存在意義
共感

サステナビリティ

ESG投資 SDGs

社会課題

パーパスを
掲げ、

企業として
の

成長も実現
する

事例多数！

インターナルブランディング

パーパス

ステークホルダーからの信頼

選べる受講形態！

東京会場（南青山）
or

オンライン（ZOOM）



企業を取り巻く環境は変化しました。「本当に大切なブランドは何か」を
深く考えさせ、また以前からあったサステナビリティへの意識の高まり、
働き方改革の動きなども本格化しています。そうした変化の大きい状況
で、ステークホルダーからの信頼を維持するためには、事業やサービス
の背景にある企業の存在意義「パーパス」を発信することが重要です。
しかし、認知度を得るために企業の情報発信を行っても、その受け皿と
なる社内の実態が発信メッセージと異なっていれば、社外に対してマイ
ナスイメージを与えてしまう危険性があります。いくら社外に良いことを
言っていても、社員一人ひとりが別の方向を向いていれば、その発信は
信用性を失い、逆にブランドを毀損しかねないのです。

そのためもっと社内の根幹からブランド構築をしていく必要があります。
とはいえ、社内での活動だけでもいけません。現場は目の前の仕事で手
一杯のため、非協力的です。そこに対して協力を得るには、社外に発信
したことで生まれた評判が社内に跳ね返ってくる「ミラー効果」を利用す
ることが効果的です。同じ社員ではなく、取引先や家族など社外からの
ポジティブな声を聞くことで、自社のブランドに対して意識を向けること
ができます。どちらか一方を先に進めるのではなく、社内と社外の両輪を
回す統合コミュニケーションを実践することで相乗効果を得ることがで
きます。

上記で述べたように、社内のやる気が社外に良いイメージを与えて、社外の評判が社内のやる
気を引き出します。とはいえ、そのように簡単に物事は進んでいきません。企業文化に沿いつつ、
事業戦略と連携する際には組織としての困難があります。経営者の理解や、部署間の調整、
中長期的な視点など、多くの壁にぶつかることになります。本講座では、それらの壁の乗り越え
方を学び、社内と社外を横断してブランドを根付かせる推進方法を身に付けていきます。

ブランド構築のために必要な視点

ブランド戦略

企業文化 事業戦略

ブランディングを行う目的は何なのか。社員の求心力増加、リクルート、
競合との差別化、ターゲットへの認知向上、IRなど、さまざまです。コロナ
禍でブランドの在り方が問われている今、目的を定める重要性は高まる
ばかりです。結果的にすべての効能を得ることができるとしても、自社に
とってはどういう意味があるのかを定める必要があります。各社の規模
や状況によって、取るべき施策は変わってきます。本講座では、「ブラン
ディング」活動を曖昧なまま進めないために、担当者に必要なブランドの
基礎知識を学んでいきます。

ブランディングを行っていくためには、その方法論を知っておく必要があ
ります。各部署が各自の目標のために個別最適化されている社内を横
断して、ブランド価値を最大化させていく施策が求められます。組織体
制、プロジェクトチームの組み方、スケジュール、タスクの振り分けなど、
今までにないスキルが必要です。本講座では、成功するかどうかを左右
する要所について知り、どういった推進方法があるのかを学んでいきま
す。

統一されていない社内、イメージが浸透しない社外
どのように進めていけばいいのか定まらない現場

Point1 イメージを統一するために、社内外に横断する仕組みづくりを学ぶ

失敗する原因のひとつに、そもそもの定義を曖昧にしたまま推進してしまうことがあげられます。
方向性そのものがズレてしまっては、経営陣と従業員が一体となって進めることはできません。
成功させるためには、企業理念や目的を明確にし、社内外で共有することが重要です。本講座
では、ブランド価値を明文化する方法論、従業員がブランディングの重要性を理解するための
伝え方、社会や消費者などのステークホルダーとコミュニケーションを取っていく方法を工程ごと
に解説。企業の経営企画・広報・コーポレートコミュニケーション・ブランド戦略担当の方に向け
て、パーパス経営を実現するためのヒントをお届けします。

Point 2 企業としての存在意義を見つめなおす「パーパス経営」を実現するための方程式

本講座で学ぶこと
目的・方向性の決定➡ブランドで何を実現したいのか 方法の確認➡全体最適のための進め方

バリュー

ミッション

ビジョン

パーパス



今までの時代は、言葉にまとめなくとも暗黙知的に企業の
価値を共有できていました。しかし、社員の増加や多様な嗜
好により、多くの企業文化が失われつつあり、アイデンティ
ティが希薄化しています。それらを防ぐためには、企業の「ら
しさ」を見える化しておく必要があります。ブランド価値を「言
葉」にまとめて明文化するのです。その言葉が、あいまいな
概念であるブランドを管理するための指針となります。そう
することで、新しく入った社員にも、新規顧客にも企業価値
を共有することが可能です。明確なアイデンティティを持っ
た言葉であれば、組織の活発化を促すこともできます。本
講座では、社員を進むべき方向へと導き、社外にも共有で
きるコンセプト作りについて学びます。

ブランディング活動は、社員全員を同じ方向に向かわせる
ことが求められます。とはいえ、一度に全員から理解と共感
を得るのは難しいことです。そのため、まずはブランディング
活動に近い中心メンバーから、社員の上位2割と、じわじわ
と広げていくことが効果的です。その際には、トップによる説
明、ブランドブック、研修、ワークショップなど、タイミングにあ
った浸透活動が必要になってきます。右図のように社員の
心理を把握することでスムーズに進められます。コロナ禍に
よる社内環境の変化が離職理由にもなりうる今、社内を同
じ方向に向かわせるためのインターナルブランディングの方
法・ノウハウを学びます。

ブランドの核となるメッセージを規定し、それをいざ発信する
としても、そのまま伝えては受け手は理解ができません。顧
客、取引先、学生、株主など、誰に発信するかによって伝え
方は変わってきます。また、社会・市場の状況、時代の流れ
によっても見せ方を変えていく必要があります。右記の図
のように、バリューワードを決めて、ドライブワードで魅力的に
伝えるなど、伝えたいブランドの核を媒体、ターゲットによっ
て使い分けて情報の伝達を設計していくことでより効果が
得られます。本講座では、社外に対して統一感のある発信
を行うためのエクスターナルブランディングの方法・ノウハウ
を学びます。
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申込形態　①企業申込（請求書を発行します） 　②個人申込

お振込み先          三菱 UFJ 銀行　青山支店　普通　1145602　口座名義：株式会社宣伝会議

会社名

住所

氏名

Eメール

氏名

所属部署

所属部署

役職

役職

生年月日

生年月日

Eメール

宣伝会議からの情報　①いる　　　②いらない　　　③ すでに届いている　

TEL：03-3475-3030  E-mail：info-educ@sendenkaigi.com　https://kaigi-group.com/
株式会社宣伝会議　〒107-8550 東京都港区南青山3丁目11番13号 
■お問合せ

 　  　　　 年　　   月　　  日　

  　 　　　 年　　   月　　  日　

※受講は受講者本人に限ります。他人に貸与・譲渡することはできません。尚、同一の講座を別々の方に受講いただくことは禁止としております。※お申込み後のキャンセルは原則承っておりません。※万一、受講前に受講予定
の方の参加ができなくなってしまった場合は、事務局までお問合せください。同一講座の受講中において、参加者の途中変更はできません。※一旦納入された申込金・受講料は、受講前・受講途中にかかわらず、いかなる理由で
あっても払い戻しや次期への振り替えはできません。※天候不順によるアクシデントや講師の都合、受講者数が一定数を下回った場合等、諸事情により直前に開講日程が変更・中止となる場合がございます。その際、交通・宿泊
費等の保証はできかねますのでご了承ください。※弊社と発注者は互いに暴力団、及びその他の反社会的勢力に該当しないことを表明・確約します。万が一、上記に反していることが判明した場合には、直ちに無条件で本契約
を解除します。※弊社と同様の教育講座を開催している企業、人材紹介業、受講生への営業・勧誘等を目的とするご受講等に関しましては、審査の上、お申し込みをお断りする場合がございます。また、お申し込みから審査まで
の間に、ご請求書類の発送など、決済処理の進行が行われる場合がございます。あらかじめご了承ください。※本申込書により㈱宣伝会議が取得した個人情報は受講手続きや各種連絡、講座運営、ダイレクトメールなどの方法
で出版物や講座、イベントのご案内等をお送りするために利用します。プライバシーポリシー（https://www.sendenkaigi.com/privacy/）をお読みいただき、同意の上、お申し込みください。
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受講生の声
パーパス設計の意味と効果について、よくわかりました。MVVを現
実的に制定するところなので、時間軸と実際にやるべきことがわか
る推進アプローチ全体像が大変参考になりました。

（化粧品　広報）

非常にたくさんの会社様の事例と、実地に基づいた課題＆コミュニ
ケーションをたっぷりと丁寧にご説明いただき、本当に参考になりま
した。自社に当てはまる要素も何個か見つかり、自身の考えていない
メソッドも教えていただきました。　　　　　　　  （不動産　広報）

私は広報を担当しており、まだブランディングの核なるところまで関
われないのですが、ブランディングに対する考え方を知ることで、広
い視野をもって、日々の業務に活かせると感じました。

（食品　広報）

講座概要

カリキュラム
時間 テーマ 講義内容 講師

【第1部】

（お昼休み・
適宜休憩含む）

10:00

～

14:30

【第2部】
14:50

～

17:20

コーポレートブランディング
推進の基礎 森門 教尊氏

お申込みはWebから またはこちらまで
FAXにてお送りください ０３－3475－3033

講師プロフィール

相山 大輔氏　
産業編集センター 
はたらくよろこび研究所　部長

日本パブリックリレーションズ協会認定PRプランナー。1998年に産業編集センター入社。ライターとして10年
にわたり、社内広報媒体の企画立案や取材に携わる。現在はディレクターとして、さまざまな企業でインターナ
ルコミュニケーションの戦略立案をサポート。クロスメディアの発想に立ち、ブランディングや働き方改革、経営
計画などのコミュニケーションを手がける。これまでに携わった企業数は200社以上。豊富な現場経験をもと
に、効果的かつ実践的な手法を追求している。目指すのは、単に伝えるだけでない、行動変化を呼び起こすよう
なコミュニケーション。身内が身内に向けて行うインターナルコミュニケーションは決して簡単ではないが、その
分、工夫次第で実益を生みやすく面白くできる分野、という信条のもと、日々仕掛けづくりに邁進している。

森門 教尊氏　
博報堂コンサルティング
パートナー

国際基督教大学教養学部卒業。外資系コンサルティングファームを経て、
博報堂に入社。博報堂ブランドコンサルティングの立ち上げに参画。成熟
産業における事業変革モデル創造・中長期成長ビジョン戦略立案やブ
ランド再生を支援。その後はデジタル戦略からウェブサイト構築までを一
貫して扱う博報堂ネットプリズムに参画。現在はブランディングの視点か
ら事業変革プログラム／プラットフォーム構築等に携わる。

●開催日程 ： 2026年1月14日（水） ●時　　間 ： 10:00～ 17:20
●講義形式 ： 東京会場（南青山）開催＆オンライン開催 ※ZOOMを活用予定
●受講定員 ： 30名 ※東京会場（南青山） ●受講料金 ： 59,000円（税込 64,900円） ※申込金5,000円（税込 5,500円）を含みます
●受講対象 ： 経営企画・広報・コーポレートコミュニケーション・ブランド戦略担当の方

企業ブランドと商品ブランド／ブランディング推進の全体像／組織の体制／
ブランドの価値規定／ブランドターゲット／BtoCとBtoBの違い／エクスター
ナルとインターナル／プロジェクトチームの立ち上げ／コーポレートメッセ
ージ構築の方法論／パーパス経営を実現した企業事例紹介 など

インターナルブランディング
社内の壁を乗り越える 相山 大輔氏

社内から変わる企業イメージ／最大の壁は社内／全社的な盛り上がりの実現
／理解・共感の温度差／役員の協力／社外からのミラー効果／浸透度の把握
／活動設計とツール選び など
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※日時・カリキュラム・講師は都合により変更となる可能性がございます。最新情報は講座のWebサイトをご確認ください。


